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図 2.3: エタノールのモル濃度が 0％の
時のドロップレット径の時間変
化
図 2.4: エタノールのモル濃度が 6.5％
の時のドロップレット径の時間
変化
図 2.5: エタノールのモル濃度が 25.8％
の時のドロップレット径の時間
変化
図 2.6: エタノールのモル濃度が 80％
の時のドロップレット径の時間
変化








































































































































































































重力加速度、は密度差、Jは補正係数（式 3.2）、式 3.2中の xは de/dsをそれぞれ示す。
図 3.1: 懸滴法での表面張力の測定の際に用いるペンダントドロップと、その長さを示す
文字の位置付け
 = Jgd2e (3.1)
























































































図 3.6: エタノールのモル濃度が 1％の時の
界面張力の温度依存性








図 3.7: エタノールのモル濃度が 5％の時の
界面張力の温度依存性








図 3.8: エタノールのモル濃度が 10％の時の
界面張力の温度依存性















図 3.9: エタノールのモル濃度が 100％の時
の界面張力の温度依存性
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